
科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

エステ概論(エステティックとは)

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック理論Ⅰ トータルビューティ学科 講義

村中 梨絵、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

皮膚科学、エステティック概論を中心に、エステティックに必要な基礎理論を学ぶ。皮膚の構造や機能、業界の基礎
知識を理解し、安全かつ適切な施術につなげる知識の習得を目指す。

到達目標

皮膚の構造および機能について基礎的内容を理解し、説明できる。
エステティック概論に関する基礎知識（業界の特徴・役割等）を理解できる。
学んだ理論をもとに、安全かつ適切な施術につながる知識として活用できる。

授業計画・内容

皮膚科学(真皮の構造と働き)

エステ概論(エステティックの分類)

エステ概論(エステティックの歴史)

エステ概論(世界のエステティックの歴史)

皮膚科学(皮膚とは)

皮膚科学(皮膚の役割)

皮膚科学(皮膚の構造1)

皮膚科学(皮膚の構造2)

皮膚科学(表皮の構造と働き)

皮膚科学(表皮の構造と働き)

皮膚科学(表皮の付属機関)

皮膚科学(真皮について)

美容業界で16年勤務
実務経験のある教員による

授業科目

皮膚科学(皮下組織)

皮膚科学(確認テスト)

評価方法

出席率・授業態度(70％)、前期テスト(30％)で評価

教科書
教材など

教員作成プリント



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

解剖生理学(細胞について)

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック理論Ⅱ トータルビューティ学科 講義

村中 梨絵、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

人体の各器官・組織の構造と機能について、解剖学および生理学の基礎を学ぶ。身体の仕組みを体系的に理解
し、エステティック施術に必要な安全性と効果を考慮した知識の習得を目指す。

到達目標

人体の基本的な構造（骨格・筋肉・臓器等）について理解し、説明できる。
各器官の機能（循環・呼吸・消化など）について基礎的内容を理解できる。
身体の仕組みとエステティック施術との関連を理解できる。
安全で効果的な施術を行うための基礎知識として活用できる。

授業計画・内容

解剖生理学(後期試験対策)

解剖生理学(細胞について)

解剖生理学(骨格・筋系)

解剖生理学(骨格・筋系)

解剖生理学(神経系)

解剖生理学(神経系)

解剖生理学(内分泌系)

解剖生理学(内分泌系)

解剖生理学(確認テスト)

解剖生理学(ホメオスタシス)

解剖生理学(ホメオスタシス)

解剖生理学(ホメオスタシス確認テスト)

美容業界で16年勤務
実務経験のある教員による

授業科目

解剖生理学(後期試験対策)

解剖生理学((後期試験)

評価方法

出席率・授業態度(60％)、確認テスト・後期試験(40％)

教科書
教材など

教員作成プリント



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 3単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

フェイシャル技術理論

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック基礎演習Ⅰ トータルビューティ学科 演習

村中 梨絵、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

ビフォーカウンセリングからフェイシャルトリートメント（ノーマルスキン）の施術、お見送りまでの一連の流れについて
学ぶ。クレンジング、拭き取り、マッサージ、スキンケアの基本技術を習得し、カウンセリングを含めた実践的なサロ
ンワークができる力を養う。

到達目標

フェイシャルトリートメント（ノーマルスキン）の基本工程（クレンジング、拭き取り、マッサージ、スキンケア）を理解し、
正しく実施できる。
ビフォーカウンセリング、お迎えからお見送りまでの一連の施術の流れを把握し、サロンワークとして実践できる。衛
生管理および安全に配慮しながら施術を行うことができる。基本的な接客マナーを身につけ、適切な対応ができる。

授業計画・内容

マッサージ～スキンケア、お見送り（相モデル）
エステティックカウンセリング

フェイシャル技術理論、お通し～ポイントクレンジング
チームで確認テスト

お通し～ポイントクレンジング(相モデル)

全体クレンジング(相モデル)

全体クレンジング～コットンでのふき取り(相モデル)

お通し～コットンでのふき取り（ウィッグ）

スチームタオルの拭き取りウイッグで練習
相モデルでお通し～スチームタオルの拭き取り

相モデルでお通し～スチームタオルの拭き取りまで行う。

エステティック専攻コラボ授業
お通し～スチームタオルまでをエステティック専攻にチェックしてもらい、フィードバック/次のマッサージのデモ見学

マッサージ（ウィッグ練習）

マッサージ（相モデル）
エステティックカウンセリングについて

マッサージ（相モデル）
エステティックカウンセリングについて

美容業界で16年勤務
実務経験のある教員による

授業科目

ビフォーカウンセリング～マッサージ～スキンケア、お見送り（相モデル）

エステティック専攻コラボ授業
ビフォーカウンセリングからお見送り/エステティック専攻からフィードバックをもらう

評価方法

出席率・授業態度70％、前期試験30％で評価する。

教科書
教材など

教員作成プリント等



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 3単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

ボディ技術理論

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック基礎演習Ⅱ トータルビューティ学科 演習

村中 梨絵、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

ボディ技術理論およびエステティック機器学を学び、ボディトリートメント（全操作、ひざ下、リフレクソロジー、腕）の施
術方法を習得する。身体の構造や機器の特性を理解し、目的に応じた安全かつ適切な施術ができる知識と技術を
身につける。

到達目標

ボディ技術理論の基礎を理解し、施術の目的を説明できる。
エステティック機器の基本的な仕組みと取り扱い方法を理解できる。
ボディトリートメント（ひざ下、腰背部(タオルをかけた状態で全操作)、リフレクソロジー、腕）の基本手技を習得し、正しく実施でき
る。
安全性と衛生面に配慮しながら、適切な施術を行うことができる。

授業計画・内容

機器学、機械操作

ボディ技術理論、前操作

前操作、下肢(ひざ下マッサージ)

全操作、下肢ひざ下マッサージ

下肢ひざ下マッサージ、リフレクソロジー

下肢ひざ下マッサージ、リフレクソロジー

腰背部(タオルをかけた状態で手順確認)

腰背部(タオルをかけた状態で手順確認)

腰背部(タオルをかけた状態で手順確認)

腕、ヘッドマッサージ

腕、ヘッドマッサージ

機器学

美容業界で16年勤務
実務経験のある教員による

授業科目

低周波、G５、サクションより機器を選択

低周波、G５、サクションより機器を選択

評価方法

出席率・授業態度(70％)、後期テスト(30％)

教科書
教材など

教員作成プリント等



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

顔のパーツの名称・肌の触り方・フィンガーワークと添え手

2026年度 授業計画（シラバス）
メイクアップ知識ベーシック トータルビューティ学科 講義

中山 いずみ、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

メイクアップ、スキンケア、化粧品、皮膚などのメイクアップの基礎知識を学ぶ。
日本メイクアップ知識検定試験問題を解き、自分の苦手なところをさらに学んでいく。

到達目標

公式テキスト（ベーシック問題集）をすべて解き、基本知識をしっかり身に付ける。
間違えた問題を自分自身で調べ直し、１００点満点にする。

授業計画・内容

ファンデーション・フェイスパウダー

顔のパーツの名称・肌の触り方・フィンガーワークと添え手

メイクアップツール

顔を知る・肌を触る

スキンケアの基本

スキンケアの基本

スキンケアの基本

メイクアップの効果

メイクアップの効果

メイクアップの効果

メイクアップベース・コントロールカラー

メイクアップベース・コントロールカラー

美容業界で経験25年以上（実務経験、講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

ファンデーション・フェイスパウダー・まとめ

まとめ・確認テスト

評価方法

出席状況、授業態度、提出物、定期テスト、身だしなみ等を重視した評価とする

教科書
教材など

・日本メイクアップ技術検定試験２,３級テキスト
・日本メイクアップ知識検定試験　ベーシック　公式問題集



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

線と形の錯覚

2026年度 授業計画（シラバス）
メイクアップ知識アドバンス トータルビューティ学科 講義

中山 いずみ、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

公式テキストを使用し、ポイントメイクアップの知識問題を解くことで、メイクアップのバリエーションを身につける。
またさらに基本のテクニックを復習し、技術を再確認していく。

到達目標

日本メイクアップ知識検定　公式テキスト問題を解き基本から応用までしっかり身につける。
間違えた問題を自分自身で調べ直し１００点満点にする。

授業計画・内容

ポイントメイクについて復習
（アイシャドウ、アイライン、マスカラ、ビューラー）

色の錯覚

目の修正
唇の修正

色の知識　無彩色と有彩色、色の三属性、色相環
色相によるイメージ、トーンによるイメージ

配色、共通性の調和配色
対照性の調和配色、配色技法

減法混色、加法混色
光源とメイクアップ

皮膚の構造
皮膚の生理作用

皮膚付属器官
血管、リンパ管、神経

紫外線 とその影響について

ベースメイクについて復習
（下地、コントロールカラー、ファンデーション、コンシーラー、フェイスパウダー、ハイライト、ローライト）

ベースメイクについて復習
（下地、コントロールカラー、ファンデーション、コンシーラー、フェイスパウダー、ハイライト、ローライト）

ポイントメイクについて復習
（アイシャドウ、アイライン、マスカラ、ビューラー）

美容業界で経験25年以上（実務経験、講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

問題集を使って総復習

問題集を使って総復習
まとめ

評価方法

出席状況、授業態度、提出物、定期テスト、身だしなみ等を重視した評価とする。

教科書
教材など

日本メイクアップ技術検定試験３，２級テキスト
日本メイクアップ知識検定試験　公式テキスト



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 3単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

はじめに（自己紹介）、ＪＭＡについて
ＪＭＡの検定試験について、教材、持参物について

2026年度 授業計画（シラバス）
メイクアップ基礎演習 トータルビューティ学科 演習

中山 いずみ、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

日本メイクアップ技術検定試験2＆3級テキストをもとに基礎を中心にＪＭＡ3級検定取得を目指す。
基本の技術となるメイクアップのスキンケア・ベースメイク・ハイライト・ローライト・チークを中心に実習を重ねる。
基本的には、相モデルでの実習で、毎回モデルを変え様々な肌質や骨格を学ぶ。

到達目標

日本メイクアップ技術検定試験３級取得を目指す。
令和８年　８月上旬　検定実施予定。

授業計画・内容

ベースメイク、チーク、ハイライト、ローライト

化粧品の心理効果、技術者の身だしなみ
メイクアップツール、メイクアップブラシ、衛生管理について

３級テーブルセッティング
ティッシュの折り方、タオルのたたみ方

基本のスタンスと鏡の活用、ひざかけ、ケープ、髪の留め方
パーツの名称、添えてと声掛け

皮膚の基礎知識、スキンケアの目的
3級スキンケア手順、スキンケアアイテム

3級スキンケアのデモンストレーション
相モデルで手指消毒からアイブロウ、アイシャドウ、アイラインオフまで

スキンケア実習
（手指消毒からアイブロウ、アイシャドウ、アイラインオフ　復習）

スキンケア実習
（手指消毒からマスカラ、リップオフまで）

スキンケア実習
（手指消毒からリップオフまで　復習）

スキンケア実習
（手指消毒から全体クレンジング、化粧水、乳液まで）

スキンケア実習
（手指消毒から全治クレンジング、化粧水、乳液まで）復習

3級ベースメイクの手順、ベースメイクアップの質感
肌色の知識、顔の骨格、スポンジワークとフィンガーワーク

美容業界で２５年以上（実務経験、講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

・模擬試験
・模擬試験のフィードバック

・ＪＭＡ3級検定

評価方法

授業態度、提出物、出席状況、定期テスト、身だしなみ等を評価する。

教科書
教材など

日本メイクアップ技術検定試験２＆３級テキスト



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 3単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

２級検定概要（ポイントメイクの色、形、質感）
アイブロウの基礎知識（基本の描き方）

2026年度 授業計画（シラバス）
バリエーションメイクアップ トータルビューティ学科 演習

中山 いずみ、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

スキンケアからベースメイク（下地、コントロールカラー、コンシーラー、ファンデーション、フェイスパウダー）ポイント
メイク（アイブロウ、アイシャドウ、アイライナー。ビューラー、マスカラ、チーク、ハイライト、ローライト）までの基本を
しっかり学ぶ。

到達目標

日本メイクアップ技術検定試験2級検定
(令和９年　２月上旬　予定）

授業計画・内容

日本メイクアップ技術検定試験２級　レッスン

アイシャドウの基礎知識（基本のアイシャドウの入れ方）
アイラインの基礎知識（基本のアイラインの入れ方）

ビューラー、マスカラの基礎知識（基本のビューラー、マスカラテクニック）
アイカラーテクニックの復習

アイブロウ、アイメイクのトータルレッスン
形のバリエーション

リップの基礎知識（基本のリップの描き方）
形のバリエーション

ポイントメイクの復習

試験課題のポイント
試験課題を意識したフルメイクレッスン

試験課題を意識した、フルメイクレッスン

基本のプロポーション/個性の分析/バランス分析
修正メイク方法/メイクプラン

基本のプロポーションに近づけるフルメイク
メイクプラン

線の錯覚/色の錯覚/色彩とメイクアップ/直線と曲線
半顔メイク実践

日本メイクアップ技術検定試験２級　レッスン

美容業界で経験25年以上（実務経験、講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

メイクアップ技術検定試験２級　模擬試験

メイクアップ技術検定試験２級検定　実施

評価方法

出席状況、授業態度、提出物、定期テスト、身だしなみ等を重視した評価とする。

教科書
教材など

日本メイクアップ技術検定試験３，２級テキスト



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 3単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験

自己紹介　教材確認　品名ラベル貼付　テーブルセッティング

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイル基礎演習 トータルビューティ学科 演習

毛利 佐和子、一柳 利菜 必修

授業概要
・

授業内容

①７月に開催予定のネイリスト技能検定3級試験に向けて、ネイルケア、ポリッシュカラーリング、ネイルアートに関する基本的な
技術及び知識を身に付けていきます。
②秋に校内開催予定のジェルネイル技能検定試験初級に向けて、ジェルカラーリング、ジェルピーコックに関する基本的な技能
及び知識を身に付けていきます。

到達目標

ネイリスト技能検定試験の内容の習得及び合格

授業計画・内容

3級通し（６５分）実習/ジェルネイルテーブルセッティング
ジェルカラーリング実習（ワンカラー）

ファイリング実習

プッシュアップ・ニッパーハンドリング実習

プッシュアップ・ニッパーハンドリング実習

カラーリング実習

ネイルケア実習

ネイルケア・カラーリング実習

ネイルケア・カラーリング・ネイルアート実習

3級通し（６５分）実習

3級通し（６５分）実習

3級通し（６５分）実習

3級通し（６５分）実習

実務経験のある教員による
授業科目

ジェルピーコック実習/ジェルカラーリング実習
ネイルケア実習

ジェルピーコック実習/ジェルカラーリング実習
ネイルケア実習

評価方法

①出席状況、②平常点、③課題等提出状況、④授業内テスト、⑤期末試験
　　　　　　以上の5点で評価を行います

教科書
教材など

JNAテクニカルシステム（ベーシック）
ネイリスト技能検定試験公式問題集



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教材確認
テキスト（テーブルセッティング　爪の構造）

ジェル初級筆記対策

2026年度 授業計画（シラバス）
ジェルネイル基礎演習 トータルビューティ学科 演習

毛利 佐和子、一柳 利菜 必修

授業概要
・

授業内容

ジェルネイルを施術するために必要な基礎知識と基礎技術を習得します。

到達目標

JNAジェルネイル技能検定試験初級・中級の技術と知識の習得及び初級合格

授業計画・内容

テキスト
（爪の構造　爪の歴史　カットスタイル）

ジェル初級筆記対策

テキスト
（プッシュアップ　ニッパー処理）

ジェルグラデーション理論
ネイルケア実習

テキスト
（病気とトラブル）

ジェルフレンチ理論
ネイルケア実習

テキスト
（消毒法）

ネイルケア実習

テキスト
（カラーリング　ネイルアート）

ネイルケア実習

検定要項概要説明 マッサージ理論
ネイルケア実習

筆記試験対策 ジェルスカルプチュア理論
ジェル中級筆記対策

筆記試験対策 ジェル中級筆記対策
ネイルケア実習

筆記試験対策 ジェル中級筆記対策

筆記試験対策 ジェル中級筆記対策

筆記試験対策 ジェル中級筆記対策
ネイルケア実習

筆記試験対策
ジェルネイル基礎理論

ネイルケア実習

教科書
教材など

JNAテクニカルシステム（ベーシック）
ネイリスト技能検定試験公式問題集

実務経験のある教員による
授業科目

ジェルカラーリング理論
ジェルピーコック理論

ネイルケア実習

ジェル初級検定概要説明 ネイルケア実習

評価方法

①出席状況、②平常点、③課題等提出状況、④授業内テスト、⑤期末試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の5点で評価を行います



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 3単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験

ジェル初級通し実習

2026年度 授業計画（シラバス）
ジェルネイル応用演習Ⅰ トータルビューティ学科 演習

毛利 佐和子、一柳 利菜 必修

授業概要
・

授業内容

サロンワークで通用するレベルの技術と知識の証明ともなるジェルネイル中級検定合格。
ネイル応用演習Ⅰではジェルネイル中級検定の技術（グラデーション・フレンチ・ジェルスカルプチュア）と知識を習
得していきます。

到達目標

ジェルネイル中級検定合格レベルの技術と知識の習得

授業計画・内容

ジェル中級（グラデーション・フレンチ・ジェルスカルプチュア）実習

ジェル初級通し実習

ジェルグラデーション実習

ジェルフレンチ実習

ジェルグラデーション・フレンチ実習

ジェルグラデーション・フレンチ実習

ネイルトリートメント実習
ジェルグラデーション・フレンチ実習

ジェルスカルプチュア実習

ジェルスカルプチュア実習

ジェルスカルプチュア実習

ジェル中級（グラデーション・フレンチ・ジェルスカルプチュア）実習

ジェル中級（グラデーション・フレンチ・ジェルスカルプチュア）実習

実務経験のある教員による
授業科目

ジェル中級（グラデーション・フレンチ・ジェルスカルプチュア）実習

ジェル中級（グラデーション・フレンチ・ジェルスカルプチュア）実習

評価方法

①出席状況、②平常点、③課題等提出状況、④授業内テスト、⑤期末試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の5点で評価を行います

教科書
教材など

JNAテクニカルシステム（ベーシック）
ネイリスト技能検定試験公式問題集



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 0.5単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓

エレガンスマナーとは／学生と社会人の違い

2026年度 授業計画（シラバス）
エレガンスマナー トータルビューティ学科 講義

藤原 奈緒美、村中 梨絵 必修

授業概要
・

授業内容

『マナー＆プロトコールの基礎知識』を使用し、社会人として必要な一般常識やマナー、国際儀礼（プロトコール）について学ぶ。美容業界で求
められる接客力・立ち居振る舞い・言葉遣い・身だしなみを実践形式で習得し、相手に好印象を与えるコミュニケーション能力を養う。また、自
己理解やキャリア形成についても学び、自分自身の強みや魅力を理解しながら、就職活動や社会生活に必要な基礎力を身につける。オンラ
イン面接や接客応対など、現代の美容業界に対応した実践的な内容も取り入れ、美容のプロとして品格ある行動ができる人材育成を目的と
する。

到達目標

・社会人として必要な基本マナーを身につける
・美容業界で求められる接客対応や立ち居振る舞いを理解する
・好印象を与える表情・姿勢・言葉遣いを習得する
・自己理解を深め、自信を持って就職活動に臨めるようになる
・状況に応じた適切なマナー行動を実践できる

授業計画・内容

オンライン面接対策（画面映り・所作・表情）

第一印象の重要性（身だしなみ・表情・姿勢）

美しい立ち居振る舞い・座り方・歩き方

言葉遣い・敬語・接客用語基礎

来客応対・ご案内の仕方（実践）

食事のマナー①（和食・洋食）

食事のマナー②（実践ワーク）

お茶（抹茶）とお菓子のいただき方

国際人としてのマナー・ドレスコードについて①

国際人としてのマナー・ドレスコードについて②

自己理解①（キャリアトランプ）

自己理解②（自分の強み・価値観理解）

Air Bonheur　代表（藤原）
実務経験のある教員による

授業科目

面接時の立ち居振る舞い（入退室実践）

総合実践・振り返り

評価方法

・定期試験：60％
・小テスト：20％
・授業態度：10％
・出席状況：10％

教科書
教材など

・『マナー＆プロトコールの基礎知識』
　NPO法人日本マナープロトコール協会

・補足プリント



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

2年生との交流 日本化粧品検定2級対策①
化粧品業界と検定概要／皮膚の基礎知識

2026年度 授業計画（シラバス）
業界研究 トータルビューティ学科 講義

村中 梨絵、木村 裕美 必修

授業概要
・

授業内容

メイク・ネイル・エステ業界の特徴や職種、必要な知識・技能について学ぶ。業界研究や情報収集を通して理解を深め、自身の
適性や将来像を明確にし、目指す職業の選択につなげる。
また、日本化粧品検定2級対策を通して、化粧品・皮膚・美容に関する基礎知識を習得し、美容業界で必要とされる専門知識を
身につける。

到達目標

2年次の専攻を主体的に選択できるようになるとともに、就職に向けて必要な準備（情報収集・自己分析・基礎技能の習得等）に
計画的に取り組むことができる。

授業計画・内容

キャリアデザイン研修 日本化粧品検定2級対策②
　　　皮膚の構造と働き

常勤講師による業界説明 日本化粧品検定2級対策③
　スキンケア化粧品の種類と役割

業界探求 日本化粧品検定2級対策④
　クレンジング・洗顔・保湿の基礎知識

業界まとめ 日本化粧品検定2級対策⑤
　　　紫外線とUVケア

2BBショーモデル決めプレゼンテーション 日本化粧品検定2級対策⑥
　メイクアップ化粧品の知識

自己理解授業 日本化粧品検定2級対策⑦
　化粧品成分基礎・表示の見方

自己理解授業 日本化粧品検定2級対策⑧
　生活習慣と美容・食事と美容

自己理解授業 日本化粧品検定2級対策⑨
　香粧品・ヘアケア・ネイル基礎知識

BB、MA合同キャリアデザイン研修 日本化粧品検定2級対策⑩
　過去問題演習①

キャリアデザイン研修レポートまとめ 日本化粧品検定2級対策⑪
　過去問題演習②

専攻授業見学 日本化粧品検定2級対策⑫
　模擬試験①・解説

専攻授業見学 日本化粧品検定2級対策⑬
　模擬試験②・弱点補強

教科書
教材など

日本化粧品検定2級対策テキスト　コスメの教科書　教員作成プリント

美容業界で16年勤務
実務経験のある教員による

授業科目

専攻授業見学 日本化粧品検定2級受験振り返り
　自己採点・今後の課題整理

各専攻まとめ 業界研究総まとめ
　専攻選択振り返り・将来設計まとめ

評価方法

出席率、授業態度、レポート提出で成績をつける。日本化粧品検定2級模擬試験および本試験結果も加味する。



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

オリエンテーション ファイリング演習

2026年度 授業計画（シラバス）
サービス接遇 トータルビューティ学科 講義

宮原 香由里、村中 梨絵 必修

授業概要
・

授業内容

サービス接遇は、美容業界における接遇者としての社会人の基本動作、サービススタッフの心構え、実務で使える接客知識と対人接遇技能を
身に付ける講義である。
　前期はサービススタッフとしての心構えと基本動作や言葉遣いの基礎知識を学ぶ。後期はサービス接遇検定準1級レベルの接遇技能を、グ
ループワークにより身に付ける。更に、美容業界への就活への意識や第一印象を磨く訓練を合わせて行う予定である。
　講義の中では、サービス接遇検定の3級～準1級に相当する内容を扱うが、資格取得については任意とする。また、受験者に対する検定サ
ポートは補習にて行う予定である。

到達目標

①返事、挨拶、お辞儀、敬語を徹底して習得し日常的に使える接遇の基本言動を学び、サービス接遇検定準1級レベルの感じの良い接遇者としての物腰や愛想
愛敬のある接遇スキルを身に付ける。
②ノートをとり、自分のマニュアル作成ができるようにする。
③授業プリントをファイリングすることで、日常的に書類管理できるスキルを身に付ける。
④課題等の提出物の期日を守るための時間管理能力を向上させる。
⑤授業時に身だしなみを整えることを意識することで、社会人の仕事への姿勢に対する準備や意識、感覚を持つようにする。（後期より、リクルートスーツを講義
時に着用すること）

授業計画・内容

学生としてのコミュニケーション 就職対策⑴
　就活に必要なビジネスマナー

社会人としての常識⑴
　基本行動

就職対策⑵
　自己分析と仕事理解の重要性

社会人としての常識⑵
　雇用主の求めるスキル

就職対策⑶
　自己PRと志望動機

社会人としての行動⑶
　従業員としての意識

第一印象の重要性⑴
　自分の第一印象を知る

挨拶と基本動作⑴
　表情と立ち居振る舞いの基本

第一印象の重要性⑵
　面接における第一印象

挨拶と基本動作⑵
　挨拶の言葉・身だしなみ

サービス接遇演習⑴
　グループワークのルール・基本動作習得

敬語の基本と接遇表現⑴
　敬語の成り立ち・敬語の種類（尊敬語）

サービス接遇演習⑵
　グループワーク　基本言動①

敬語の基本と接遇表現⑵
　敬語の種類（謙譲語・丁重語・丁寧語・美化語）

サービス接遇演習⑶
　グループワーク　基本言動②

敬語の基本と接遇表現⑶
　敬語の小テスト・敬称・接遇用語

サービス接遇演習⑷
　グループワーク　接客対応①

敬語の基本と接遇表現⑷
　接遇表現

サービス接遇演習⑸
　グループワーク　接客対応②

敬語の基本と接遇表現⑸
　接遇表現・接遇話法

サービス接遇演習⑹
　グループワーク　接客応対①

敬語の基本と接遇表現⑹
　依頼表現・クッション用語・間違った敬語

サービス接遇演習⑺
　グループワーク　接客応対②

教科書
教材など

講師作成のプリントや資料を使用する。

専門学校や社会人スクール、一般企業、公共職業訓練等でビジネスマナー・
インストラクターとして２５年以上の経験あり。（宮原）

実務経験のある教員による
授業科目

敬語の基本と接遇表現⑺
　敬語表現総合練習

サービス接遇演習⑻
　グループワーク　総仕上げ

総まとめ・前期試験 グループワーク　反省会・後期試験

評価方法

A出席点（100点）…テストや必須の補習等も含めたすべての出席率が点数
B授業点（100点）…持ち点を100点とし、課題や提出物、ファイリング演習、授業態度を減点法で採点する。後期1月末までにサービス接遇検
定のいずれかの級をに合格した学生には加点による評価もある。
C試験点（110点）…期末のテスト、中間テストや実技テスト等の合計点
　前期・後期の評価はそれぞれ上記ABCの平均点とし、学年末の単位認定は前期点と後期点の平均点とする。
　講義への出席状況と授業への取り組み姿勢が評価に大きく影響するため、成績不良者に対して再試験は行わない"



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験

時事問題１

2026年度 授業計画（シラバス）
一般教養 トータルビューティ学科 講義

仁井名 由記 必修

授業概要
・

授業内容

高校までに学習した漢字の読み書き、計算、時事問題など社会に出てから必要となる基礎知識を復習する。授業方
法として学生の基礎知識の差があるため基本的な項目を復習しながら教えていく。

到達目標

就職したときに、お客様とコミュニケーションを図るうえで最低限知っておくべき一般常識として世界情勢や日本の都
道府県及び新聞からの情報収集ができるように教え今後に役立たられることを目指す。

授業計画・内容

日本国憲法３

時事問題２

経済のしくみ（資本主義）

同上復習

経済のしくみ（社会主義）

同上復習

政治の仕組み（民主主義）

同上復習

日本国憲法１

同上復習

日本国憲法２

同上復習

実務経験のある教員による
授業科目

同上復習

前期復習

評価方法

定期試験、出席状況、授業態度をい考慮して成績を評価する。
評価目安　定期試験４０％　授業態度６０％

教科書
教材など

講師作成プリント



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

心理学概論 心理マネジメント⑤／マインドマップ

2026年度 授業計画（シラバス）
メンタルサポート1 トータルビューティ学科 講義

坂元 優太、村中 梨絵 必修

授業概要
・

授業内容

心理学の基礎を学ぶ中で自己理解を深めていきセルフマネジメントの能力を高める方法を学ぶ。学生生活・就職活
動・社会人生活に向けて、心身を整えられる心理教育を行い今後の人生をより豊かにしていくための知識や技術を
身につける。

到達目標

自己理解の促進やソーシャルスキルの向上を目指す。各種心理的尺度を用いて自身の状態や状況を把握し、自身
について見つめ直す機会を得る。

授業計画・内容

心理学基礎①／人格 心理マネジメント⑥／自尊感情

心理学基礎②／記憶 心理検査の体験①／エゴグラム

心理学基礎③／知能 心理検査の体験②／SCT

心理学基礎④／認知 心理検査の体験③／風景構成法

心理学基礎⑤／対人関係 心理検査の体験④／バウムテスト

自己理解①／性格 心理検査の体験⑤／動的家族画

自己理解②／自尊感情 ソーシャルスキル①／アンガーマネジメント

自己理解③／孤独感の心理 ソーシャルスキル②／アサーション

自己理解④／幸福感の心理 ソーシャルスキル③／傾聴

自己理解⑤／非認知能力 ソーシャルスキル④／コミュニケーション心理

心理マネジメント①／不安 ソーシャルスキル⑤／リフレーミング

心理マネジメント②／睡眠 ソーシャルスキル⑥／ストレスコーピング

教科書
教材など

教員作成プリント

臨床心理士／公認心理師（坂元）
実務経験のある教員による

授業科目

心理マネジメント③／ストレス ソーシャルスキル⑦／モチベーション

心理マネジメント④／レジリエンス ソーシャルスキル⑧／認知バイアス

評価方法

授業内での課題（75％）・授業態度（25％）


